「カイユボット展」　
ブリヂストン美術館（東京・京橋）　2013.10.10〜12.29
　フランス生まれの「ギュスターヴ・カイユボット」（1848〜1894）は、新しいパリの風をとらえた画家で“都市の印象派”として知られ、「モネ」や「ルノアール」らとともに印象派を代表する巨匠である。画伯は、18767年の「第２回印象派展」以降、５回にわたって印象派展に参加し、「ドガ」と同様に近代都市パリの新しい風俗や都市風景を、光が十分溢れる繊細な筆致で作品を描いている。
　絵画がパリ南西部のイエール川畔を題材にした作品が多いのは、幼少時からそこで過ごしたからで、展覧会は、“日本初の回顧展”としての公開である。
今回の展示作品は、「およそ60点」で、弟「マルシャル・カイユボット」の撮影による貴重な写真作品もあわせて展開されている。
　代表的な作品の一つは、＜ヨーロッパ橋＞（1876年、油彩・カンヴァス　写真)で、橋を行き交う人々が描かれているが、画面左部分の帽子の男と日傘を差す女のうち、帽子の男が「カイユポット」自身がモデルであるとされている。
他に＜パリの通り、雨＞、＜イエール川でボートを漕ぐ人＞、＜ピアノを弾く若い男＞、<自画像＞、＜室内、窓辺の女性＞、＜建物のペンキ塗り＞などが展示されている。
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